



Environmental awareness of inhabitants of Suginami 
ward in environmental seminar 
 





















加募集は、平成 27 年 10 月 21 日発行の「広報すぎなみ」2)で行い、定員 30 名
として電話による申し込み順に受け付けた。場所は、環境活動推進センタ （ー杉
並区高井戸東 3 丁目 7 番 4 号）であり、開催日時は、平成 27 年 11 月 14 日（土）


























歳代が 41.7%（5 人）で最も多く、20 歳代・20 歳以下が 8.3%（1 人）で最も
少なかった。回答者の性別では、女性が 66.7%（8 名）であり、男性は 25.0%




図 2 環境基本計画及び環境配慮行動指針の認識状況 
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した（図 2）。「①読んだことがある」を選んだ回答者が 41.7%（5 人）と最も
多く、「①読んだことがある」、「②見たことがある」及び「③聞いたことがある」
を選んだ回答者を合計すると、83.3%（10 人）であった。さらに、問 1 の①、





問 2 では、「③広報すぎなみ等紙媒体で知った」の回答者は、41.7%（5 人）
であり、その年齢は 50・60 歳代及び 70 歳代以上であった。この年齢層は、電
子媒体よりもむしろ紙媒体を情報源にしている傾向がみられた。 
また、問 1 で「④知らない」を選んだ回答者（2 人）に対して、問 3 として、







図 3 環境基本計画及び環境配慮行動指針に関する情報源 
















する行動・意識について、それぞれ、セミナー前に問 4、問 5 及び問 6 として、
セミナー後に問 7、問 8 及び問 9 として質問した（表 1）。 
 
72 
表 1 問 4〜9 の回答状況 （問 4〜6 はセミナー前に回答、問 7〜9 はセミナー
後に回答。問 4 及び 7 は省エネルギー活動、問 5 及び 8 はごみの分別、
問 6 及び 9 はみどりへの配慮に関する問い。） 
 
 
回答者の 66.7%（8 人）は、前後において 3 つの全ての分野で最も積極的な
行動①を選んでおり、セミナーの前後で意識の変化がみられなかった（図 5 の
回答者 1、2、7〜12）。これらの回答者は、元々、環境に対して高い意識をもっ
て生活していることを示している。また、1 名の回答者も（図 5 の回答者 6）、
3 つ全ての分野で①を選んではいないが、セミナーの前後に意識の変化はみら
れなかった。従って、回答に変化がなかった者は 75.0%（9 人）であった。 
回答者番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
①行っている 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇




①毎回分別を徹底して行っている 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇














①分別を徹底したい 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


















図 5 ゼミナー前後の意識変化（問 4〜9 及び回答①〜⑤は表 1 を参照） 
 
一方で、25.0%（3 人）の回答者は、セミナー前後でわずかに回答に変化が
みられた（図 5 の回答者 3、4 及び 5）。そのうちの 2 名は、省エネルギー行動
について、問 4 では「②気がついた時に行っている」を選んだが、問 7 では「③
行うよう意識していきたい」を選んでいた。また、1 名は、ごみの分別につい




いた（①、②及び③を回答した）10 人のうち 9 人は上記のセミナー前後の回答
に変化がないが、これに対して、問 1 において環境基本計画を「④知らない」









































































































2) 杉並区：広報すぎなみ、NO.2144、p.12 (2015) 
 https://www2.city.suginami.tokyo.jp/library/library.asp?genre=505420 
 
 
 
 
